





















主な著書に、Prostitution and Victorian Society: Women, Class, and the State（New York: Cambridge 
University Press, 1980）（『売春とヴィクトリア社会―女性、階級、国家』（上智大学出版会、
2009 年 ））、City of Dreadful Delight: Narratives of Sexual Danger in Late Victorian London（Chicago: 




主 な 著 書 に、Worker City, Company Town: Iron and Cotton Worker Protest in Troy and Cohoes. New 
York, 1855-84（Urbana: University of Illinois Press, 1978）、Working with Class: Social Workers and 
the Politics of Middle-Class Identity（University of North Carolina Press, 1999）、City Folk: English 



















































































































































































いウォードー・ストリートの 33-37 番地にクラブを 2 つ開店しました。
一つはビリヤード場で、地下と 1 階にありました。もう一つは黒人の
アメリカ人、アイク・ハッチと共同で経営するシム・シャム・クラブ
















































































































































































































































































グリッシュ・カントリー・ダンス』（City Folk: Pinewoods Camp and 
English Country Dance）の一部を紹介させていただきます。このビ
デオは、私がスミソニアン民衆生活・文化遺産センター（Smithsonian 































ちが当てもなく動いています。もう 2 ～ 3 人ほど（フロアに）出てき
ましたが、その「群れ」は小さく、会場とダンスの活気は低いです。





















ニューヨーク、2005 年 11 月
イングリッシュ・カントリ ・ーダンス（English Country Dance）は、
カントリー・ダンス・ニューヨーク（CD*NY）が毎週主催しており、
CD*NY は、1915 年にセシル・シャープが創立したイングリッシュ・













それは詩的で感傷的な 4 分の 3 拍子、バイオリン、ピアノ、リコー
ダーの音も聞こえてきます。上品で滑らかなペース、おそらく 1 分間
に 100 拍ほどのバロック音楽です（スクエアやコントラ・ダンスなど



















スで構成されています。古い作品は 2 拍子と 4 拍子のダンスですが、



































































































































































































































































の他のクラシックやバロック作曲家による 17 世紀の曲は、20 世紀に
おいて、この特殊な集団の「特異な点」やステータスを意味するもの
として機能していました。
ダンサーたちは、ダンスと音楽が「安全な」社会空間に運んで行っ
てくれる、とくり返し主張します。カウンター・カルチャーの最盛期
は過ぎましたが、多くのダンサーたちは、CDSS のコミュニティがそ
れに代わる社会空間だと考えています。彼らは専門職、技術者、文化
的な仕事をする人間として社会で成功していますが、支配的な「ス
ピードと強欲の」文化のなかで疎外感を感じており、ダンス・コミュ
ニティはそうした文化から一息つける空間である、とくり返し言いま
す。ダンサーたちは ECD のフロアで、他の場所では笑いものになる
ようなやり方で自己表現する、とヤーナルは指摘します─「私たちが
ダンスでするようなジェスチャーは、町の通りではしませんよ」。ダ
ンスは「モダン」ですが、それ自体の世界として独立し、「携帯電話
にでたり、かけずりまわったり」する世界とは離れた場所にあります。
ジーン・マローが説明するように、「きれいな場所で、一緒にいて気
持ちのよい人たちと、美しいアコースティック音楽に合わせてイング
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リッシュ・カントリー・ダンスをする」ECD のコミュニティは、「ご
たごたした 21 世紀アメリカの、スピードと強欲の文化」からの「天国」
です。実際、「天国」という言葉が示すように、ダンサーたちは、自
分たちが特別な社会的・文化的空間にいると考えています。ボルティ
モアのメアリー・アリソン（仮名）が説明するように、「これは世界
のほかの全てからの避難所です・・・・人々は、ここで彼らの部族（tribe）
の中に居られますが、外の現実世界ではそうはいきません。価値観の
違う人、関心や履歴を必ずしも共有しない人たちのなかで、自分の居
場所を見つけなくてはなりませんから・・・（ここでは）自分たちを
受け入れ、歓迎してくれるコミュニティの中に入っていけるのです。」
「コミュニティ」というイメージをかき立てることで、絆や調和が
称揚されていますが、それはしばしば、その集団の排他的な社会的境
界線を見えにくくしています。「コミュニティ」とは、歴史的には偶
発的なもので、参加者／構成員たちの集団への参加や関わり方は時代
によって変わります。この点について民俗学者のジョン・ビールは、
1990 年代、新自由主義者たちが民営化という考え方を受容してから、
カウンター・カルチャーの表現の中で共同体の絆が重要な意味でいか
に弱くなったか、指摘しました。つまり、こうした（時代による）変
化が注意を促すのは、コミュニティとは包括的かつ排他的な概念であ
ること、そして、空間記号の政治によってある人は受け入れられ、そ
の他の人は排除される、その有り様です。
空間化された都市文化
ニューヨークのデュアン・ホールは、カントリ ・ーダンス・ニューヨー
クが 1951 年から拠点と呼んできた場所であり、階級を示す記号によっ
てある種の「特異な」文化を醸し出しています。プレイフォードに影
響を受けた音楽は、ハイブラウ向きのクラシック作曲家たちによるも
ので、階級と人種を示す記号として機能します。仮装舞踏会では、そ
の音楽が、北ヨーロッパの白人ブルジョアジーや宮廷ドレス─「カン
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トリー」よりも上品でよりフォーマルな─と結びつき、同様のメッセー
ジを発しています。つまり、ダンスをする身体は、ジェンダー化・人
種化された意味を含みながら、階級と文化を示す記号に人間の姿形を
与えています。コントロールされたダンスのフォームは、彼らが安全
であると意味することを、その身体で示しています。
あるダンサーは、ダンスの性と階級の意味についてはっきりと遠慮
なく話します。ジェニファー・ビアーは、人類学者としての専門的な
背景に基づき、ルッジェーロのスタイルの見かたを「ジェンダー化さ
れた白人性」と表現します。彼女はまた、そのボディー・ランゲージ
を階級の文脈で説明します─「体を動かす時はいつもある種の抑制が
あり、それは確実にある階級の指標です・・・ それは一つの構造で、
（ダンサーが）セクシュアリティを（表現することを）認めていますが、
そのやり方は非常に中産階級的で、抑制されていて、安全です・・・・」。
そして、彼女はとても啓発的なコメントをつけ加えました─「例えば、
アフリカン・ダンスでは胸やしりをつき出しますが、ここではそうい
う風に胸やしりを見せたりしません」。
ビアーの率直な発言が示唆しているのは、より活気のある、しばし
ば階級やエスニシティの垣根を超えるオルタナティブな都市の黒人の
若者文化と、ニュー・ミレニアム・ダンスにおける ECD の違いです。
音楽、ドレス、ダンサーの点で、ニューヨークとロンドンのカントリ ・ー
ダンスの空間は、白人で、エリートで、「上品」です。また、その音
楽やダンスをする身体は流れるような優雅さを持ち、ダンサーのトム・
ヤーナルが「神経に障る」と感じる都市のスポーツ・クラブのエアロ
ビクスの音楽や動きとは対照的です。このように、都市の ECD ダン
スホールの政治文化においては、空間は「息抜き」として、つまり、
ダンスホールの外で支配的になったブラック・ヒップ・ホップやラッ
プなどの若者文化に代わる「安全な」手段として機能しています。
クラシック音楽のロマンティックで叙情的な音色、「ゆるやか」に
歩きスキップするダンスのスタイル、これらは ECD のダンサーたち
Hosei University Repository
39
が都市の音楽と結びつけて考える「しりを突き出し」たり「神経に障る」
エアロビクスの音楽とは対照的です。その点で、ECD ダンサーたち
が感じる「スピードと強欲の」物質主義的な文化についての不快感は、
支配的な都市の黒人の若者の文化表現についての不安からたやすく切
り離されるものでありません。「白人性」は変化しましたが、排他的
な人種や空間の政治がなくなったということではありません。ECD
は一つの代替手段として、手つなぎやアイコンタクトなどに限られる
抑制された─そしてクラシック音楽とアングロ・アメリカらしさの本
質としてのイギリスやアメリカのダンスの特権に依拠した─性の身体
性を、ロンドンとニューヨークのメンバーたちに与えました。ダンス
の身体的・文化的空間は、代替都市空間として機能していますが、一
方で、その音楽とダンスをする身体は、アングロ・サクソンの文化的
支配を助長しました。都市のカントリー・ダンサーたちは、より大き
な共同体を求めて、隔絶した「特異な」世界として特徴づけられる文
化的記号表現を、彼らの空間に付与したのです。ダンスは「活況を呈
している」かもしれません。しかし、黒人、アジア系、ヒスパニック
が大多数の都市で白人の領域として存在する限り、それは、都市にあ
るとは言っても、その一部であるとは言えないのです─そして、その
分離状態は、ダンス・コミュニティの将来と、現代のコスモポリタン
なロンドンとニューヨークにおける不可欠の場所として、課題を残し
ているのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●日時：2012年5月29日（火）15時30分～ 18時
●場所：法政大学市ヶ谷キャンパス　ボアソナード・タワー 25階　
　　　　B会議室
●講演者：Judith R. Walkowitz（ジョンズ・ホプキンズ大学教授）
　　　　　Daniel J. Walkowitz（ニューヨーク大学教授）
●コメンテーター：松原宏之（横浜国立大学教育人間科学部准教授）
●司会：佐々木一惠（法政大学国際文化学部准教授）
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